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・ 校 歌  

・ 二 部 合 唱  

 

・ 鑑 賞 「 春 」  

 

・ 音 楽 記 号  

 

・ 合 唱 の 取 り 組 み  
・ ク ラ シ ッ ク ギ タ ー  

・ 豊 か に 美 し く 響 き あ う 歌 声

で 、 級 友 と 歌 い 合 わ せ 音 楽 を

愛 好 す る 心 情 を 育 て る 。  

 

・ 情 景 を 想 像 し な が ら 聞 く 態

度 を 養 う 。  
・ 歌 詞 の 意 味 、 背 景 に あ る 情

景 や 心 情 、 言 葉 と 旋 律 の か か

わ り に 気 を 付 け て 歌 唱 表 現 を

す る 技 能 を 身 に 付 け る 。  

 

・ ク ラ シ ッ ク ギ タ ー の 基 本 的

な 奏 法 を 身 に 付 け る  
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・ 歌 声 の 響 き に 関 心 を 持 ち 、

豊 か で 美 し い 響 き で 歌 お う と

し て い る 。  

 

・ 楽 曲 の 構 成 や 楽 器 の 特 性 に

関 心 を 持 た せ 様 々 な 旋 律 が 創

り 出 す 情 景 に 関 心 を 持 っ て い

る 。  

 

・ 合 唱 に 向 け て 、 級 友 と パ ー

ト 練 習 や 意 見 交 換 を す る こ と

に 意 欲 的 で あ る 。 ・ 声 部 の 役

割 や 歌 詞 の 内 容 と 曲 想 の 関 わ

り を 意 識 し て 、 楽 曲 全 体 を 聞

き と っ て い る 。  

・ 共 鳴 す る 歌 声 の 響 き を 感 じ 取

り 、 発 声 法 を 工 夫 し 、 曲 の イ メ

ー ジ に 合 っ た 歌 い 方 が で き る 。  

 

 

・ 各 楽 器 の 旋 律 や 強 弱 が 呼 び

起 こ す 曲 想 の 変 化 を 感 じ 取 り

、 情 景 を 想 像 し て い る 。  

 

 

・ 曲 の 構 成 を を 理 解 し 、 声 部

の 役 割 を 感 じ 取 り 歌 詞 の 内 容

に 合 っ た 表 現 を 工 夫 し て い る

。  

・ 全 体 の 響 き に 気 を つ け て

、 歌 唱 表 現 す る 技 能 を 身 に

つ け て い る 。  

 

・ 豊 か な 響 き と 美 し い 発 音

で 、 合 唱 曲 を 表 現 す る 技 能

を 身 に つ け て い る 。  

 

 

・ 各 楽 器 の 旋 律 や 強 弱 と 曲

想 の 関 わ り を 意 識 し て 、 情

景 と 結 び 付 け て 楽 曲 を 聞 き

取 り 、 文 章 で 表 現 で き る 。  

 

・ 授 業 観 察  

 

・ 提 出 物  

 

・ 批 評 文  

 

・ 期 末 テ ス

ト  
・ 実 技 テ ス

ト  
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・ 鑑 賞 「 魔 王 」  
 

・ 鑑 賞 「 ブ ル タ バ 」  

 

 

 

 

・ 合 唱 の 取 り 組 み  

 

・ 物 語 と 音 楽 の 密 接 な 関 わ り

を 理 解 し 、 歌 と 伴 奏 の 役 割 を

感 じ 取 る 能 力 を 養 う 。  
・ 管 弦 楽 の 豊 か な 響 き や 、 楽

曲 構 成 の 特 徴 を 感 じ 取 っ て 、

鑑 賞 す る 態 度 を 育 て る  

 

・ 心 を 合 わ せ た 合 唱 の 良 さ を

味 わ っ て 、 楽 曲 を 仕 上 げ る 能

力 を 養 う 。  
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・ 物 語 と 音 楽 の 関 わ り や 、 歌

と 伴 奏 の 役 割 に 関 心 を 持 ち 、

意 欲 的 に 聞 い て い る 。  
・ オ ー ケ ス ト ラ の 音 色 に 関 心

が あ る 。  

・ 混 声 合 唱 に お い て 、 自 分 の

声 の 音 色 に 関 心 を 持 ち 、 意 欲

的 に 参 加 し て い る 。  

 

・ 物 語 と 音 楽 の 関 わ り や 、 歌

と 伴 奏 の 役 割 を 感 じ 取 っ て い

る 。  

 

・ 言 葉 の 抑 揚 、 ア ク セ ン ト 、

鼻 濁 音 な ど の 表 現 法 に 気 を つ

け て 、 曲 に 相 応 し た 歌 唱 表 現

を し て い る 。  

 

・ 楽 曲 の 構 成 と 物 語 の 関 わ

り の 密 接 さ を 理 解 し 、 楽 曲

全 体 を 聞 き 取 り 、 文 章 で 表

現 で き る  

 

・ 曲 の 構 成 や 各 楽 章 の 特 徴

を と ら え オ ー ケ ス ト ラ の 響

き や 音 色 を 味 わ い 、 曲 の 成

り 立 ち を 理 解 し て 聴 い て い

る 。 ・ 混 声 合 唱 の 響 き に 合

っ た 、 歌 唱 表 現 を す る 技 能

を 身 に つ け て い る 。  

・ 授 業 観 察  

 

・ 批 評 文  

 

・ 提 出 物  

 

・ 期 末 テ ス

ト  
・ 実 技 テ ス  
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・ 鑑 賞  
「 六 段 の 調 」  
・ 箏  

 

 

・ 卒 業 式 歌  

 

 

・ 和 楽 器 の 歴 史 を 理 解 さ せ 、

音 色 の 豊 か さ や 奏 法 の 特 徴 を

感 じ 取 り 、 自 国 の 文 化 を 大 切

に す る 心 情 を 育 て る  
・ 歌 詞 の 内 容 や 曲 想 を 理 解 し

、 卒 業 式 に 相 応 し い 合 唱 表 現

を 工 夫 す る 態 度 を 養 う 。  
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・ 箏 に つ い て 調 べ 、 プ リ ン ト

に ま と め る こ と が で き る 。  
・ 箏 の 基 礎 的 な 奏 法 に 関 心

を 持 ち 、演 奏 す る 学 習 に 意 欲

的 に 取 り 組 ん で い る 。  

・ 感 謝 や 惜 別 の 気 持 ち を 込 め

て 、 曲 想 を 生 か し て 歌 う こ と

に 意 欲 的 で あ る 。  

・ 箏 の 歴 史 を 理 解 し 、 音 色 の

豊 か さ や 奏 法 の 特 徴 、 表 現 の

工 夫 を 感 じ 取 る こ と が で き る

。  
・ 曲 想 や 声 部 の 役 割 を 感 じ 取

り 、 卒 業 式 に 相 応 し い 合 唱 表

現 を 工 夫 し て い る 。  

 

・ 箏 の 歴 史 を 理 解 し 、 音 色

や 奏 法 の 効 果 を 感 じ 取 り 、

文 章 で 表 現 す る こ と が で き

る 。  
・ 箏 を 演 奏 し 、 奏 法 の 特 徴

を 学 び 、 音 色 に 親 し む こ と

が で き る 。  
・ 感 謝 や 惜 別 の 気 持 ち を 込

め て 合 唱 表 現 す る 技 能 が 身

に つ い て い る 。  

・ 授 業 観 察  
・ プ リ ン ト  
・ 提 出 物  
・ 批 評 文  

・ 期 末 テ ス

ト  

 

・ 実 技 テ ス

ト  

 




